
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ

登
録
店
を
變
へ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

主
要
食
糧
の
小
売
登
録
店
を

今
年
は
六
月
一
日
と
十
二
月

一
日
の
二
回
に
変
更
す

る
こ

と
が
で
き

る
よ
う
に
な

り
ま

を
行
な
つ
た
た
め
次
の
要
領

で
再
從
覧
を
行

な
り
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

異
議
の
申

立
期
間

が
四
月
二

十
一
日

か
ら
五
月
二
十
日
ま

で
と
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら

家
屋
の
平
均
價
額

改
訂
に
基
く
修
正

市
の
税
務
課
で
は
さ
き
に
行

な
つ
た
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
從
覧
に
引
続
い
て
今
回
自

治
庁
か
ら
の
通
達
が
あ
つ
た

（
從
覧
場
所
）

市

庁

税

務

課

赤
　
江
　
支
　
所

木
　
花
　
支
　
所

青
　
島
　
支
　
所

倉
　
岡
　
支
　
所

瓜

生

野

支

所

家
屋

を
所
有

さ
れ
て
い
る
方

は
洩

れ
な
く
從
覧
し
て
下

さ

い
。
期
間
は
四
月
二
十
一

日

か
ら

五
月
二
十
日
ま
で
毎
日

午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後

五
時
ま
で
行

な
い
ま
す

。

再
從
覧
を
行
な
い
ま
す

変
つ
た
家
家
の
評
価
額

今
年
も
全
国
一
せ
い
に
美
し

く
住
み
よ
い
生
活
を
す
る
た

め
に
春
季
清
掃
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

期
間
は
四
月
二
十
二
日
か
ら

四
月
二
十
八
日
ま
で
で
す
が

市
の
衛
生
課
で
も
こ
の
期
間

中
、
ネ
ズ
ミ
退
治
や
衛
生
査

察
、
衛
生
指
導
を
行
な
う
ほ

か
更
に
衛
生
課
で
は
サ
ン
ド

ウ
イ
ツ
チ
マ
ン
六
〇
名
、
一

二
〇
台
の
自
転
車
隊
を
く
り

出
し
て
こ
の
行
事
の
徹
底
を

お
願
い
た
し
ま
し
た
。

又
期
間
中
、
殺
鼠
用
の
毒
餌

を
希
望
者
に
無
料
で
配
布

致
し
ま
す
か
ら
希
望
者
は
ど

し
　
　
衛
生
課
に
御
申
出
下

さ
い
。

各
家
庭
に
た
い
し
て
は
次
の

よ
う
な
実
施
事
項
の
励
行
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

明
か
る
い
文
化
都
市
を
作
る

た
め
に
御
協
力
を
御
願
い
致

し
ま
す
。

記１
ね
ず
み
の
巣
を
発
見
し
て

そ
の
通
路
を
ふ
さ
ぎ
ま
し

よ
う
。

２
便
所
の
汲
取
口
に
は
必
ら

ず
フ
タ
を
つ
け
ま
し
よ
う

３
下
水
の
掃
除
を
行
な
い
ま

し
よ
う
。

春
の
淸
掃
に
御
協
力
を

明
か
る
い
文
化
都
市
へ

選
舉
の
知
識

し
た
。

希
望
の
方
は
五
月
十
五
日
ま

で
と
十
二
月
一
日
ま
で
に
市

の
商
工
観
光
課
へ
お
申
出
下

さ
い
。

（

そ
の

三

）

主
権
が
国
民
に
あ
る
事
は
、

前
述
し
た
と
お
り
で
あ
り

ま
す
が
、
す
べ
て
の
国
民
が

主
権
者
と
し
て
国
や
地
方
公

共
団
体
の
政
治
に
參
与
で
き

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
白
痴
や
少
年
な

ど
除
外
す
べ
き
は
、
当
然
で

し
よ
う
。

そ
こ
で
政
治
に
參
与
す
る
資

格
、
選
挙
に
參
加
す
る
権
利

に
一
定
の
制
限
を
設
け
る
こ

と
が
各
国
各
時
代
に
つ
い
て

見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
歴
史
的

に
見
る
と
、
こ
の
要
件
が
次

第
に
軽
減
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
わ
が
国

の
制
度
の
上
で
は
、
　
納
税

資
格
　
住
所
要
件
、
　
年
令

性
別
要
件
等
が
あ
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
見
ま
す
と
、
明
治
憲
法
発

布
の
頃
は
、
　
一
年
以
上
直

接
国
税
十
五
円
以
上
を
納
め

る
こ
と
、
　
一
年
以
上
府
県

内
に
本
籍
を
定
め
住
居
す
る

こ
と
、
　
二
十
五
才
以
上
の

男
子
で
で
あ
る
こ
と

が
選
挙
権
の
要
件
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
そ
の
　
に
つ
い

て
は
、
次
第
に
納
付
す
べ
き

使
用
者
が
既
に
転
居
し
別

の
者
が
使
用
し
て
お
る
事

を
発
見
し
た
際
は
直
に
名

儀
変
更
の
手
続
を
為
さ
し

む
る
こ
と

使
用
料
其
他
工
事
費
等
の

代
金
を
小
切
手
に
て
受
取

つ
た
際
は
一
応
小
切
手
預

り
証
を
発
付
し
、
現
金
化

さ
れ
た
時
領
収
証
発
行
す

る
を
妥
当
と
考
え
る

納
入
伝
票
（
領
収
証
代
用

の
伝
票
）
が
四
、
一
一
八

枚
事
務
所
移
転
の
際
に
紛

失
し
て
い
る
が
、
納
入
伝

票
は
計
算
証
明
の
重
要
な

る
証
憑
書
で
あ
つ
て
甚
だ

遺
憾
と
す
る
所
で
あ
り
、

監
査
に
極
め
て
難
渋
し
た

所
で
あ
る
、
そ
の
重
要
性

を
認
識
し
て
証
憑
書
類
の

整
理
保
管
に
は
充
分
の
注

意
を
払
わ
れ
た
い

給
水
使
用
料
と
量
水
器
使

用
料
、
督
促
手
数
料
を
合

せ
て
徴
収
し
た
場
合
そ
の

明
細
を
附
記
せ
ら
れ
た
い

出
納
長
領
収
証
を
査
了
し

た
時
は
納
入
伝
票
を
領
収

順
に
編
綴
整
理
せ
ら
れ
た

（
前
号
外
の
続
き
）

三
、
使
用
料
の
徴
収
並

に
現
金
出
納
に
つ
い
て

続
水

道

課

監

査

報

告

書

給
水
装
置
の
工
事
は
、
上
水

道
使
用
条
例
第
十
六
条
に
よ

つ
て
市
が
施
行
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
第
二
十
二
条
に
よ

つ
て
そ
の
経
費
は
請
求
者
の

負
担
と
な
つ
て
お
る
。
而
う

し
て
給
水
装
置
に
要
す
る
資

材
代
は
二
十
七
年
二
月
決
定

六
、
工
事
費
收
入
の
材

料
単
價
に
つ

い
て

工
事
費
収
入
の
基
礎
を
為
し

て
お
る
雑
費
は
工
具
に
対
す

る
減
価
損
耗
を
主
と
し
た
も

の
で
あ
り
工
事
高
を
勘
案
し

て
適
宜
決
定
さ
れ
て
お
る
が

均
衡
を
欠
ぐ
処
が
あ
る
の
で

基
準
を
設
け
て
処
置
せ
ら
れ

た
い
。

五
、
工
事
費
收
入
中
雜

費
の
基
準
に
つ
い

て

工
事
費
予
納
金
の
徴
収
に
当

り
或
る
者
は
徴
収
し
或
る
者

は
免
除
す
る
等
係
員
の
一
存

で
決
定
さ
れ
て
お
る
こ
と
は

適
当
で
な
い
。

水
道
条
例
に
明
記
し
総
て
徴

収
す
る
様
改
め
ら
れ
た
い
。

二
十
七
年
度
の
予
納
金
は
八

三
件
一
、
一
八
一
、
○
五
三

円
で
あ
る
が
全
部
精
算
済
で

あ
る
。

四
、
工
事
費
予
納
金

に
つ
い
て

い

国
税
の
額
が
低
下
さ
れ
て
大

正
十
四
年
の
改
正
で
こ
の
要

件
は
全
く
除
か
れ
ま
し
た
。

次
に
　
の
要
件
も
い
ろ
い
ろ

の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
正
八
年
以
来
六
月
以
上

同
一
選
挙
区
内
に
住
所
を
有

す
る
こ
と
ゝ
さ
れ
、
更
に
大

正
十
四
年
か
ら
は
こ
の
こ
と

は
選
挙
人
名
簿
登
録
の
要
件

と
さ
れ
、
選
挙
権
の
要
件
か

ら
除
外
さ
れ
、
公
職
選
挙
法

の
下
で
は
、
三
月
以
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
の
　
の
要
件
は
随
分
長

く
続
い
て
来
ま
し
た
が
、
戦

後
新
憲
法
の
下
に
、
二
十
才

以
上
の
日
本
国
民
で
あ
れ
ば

男
女
の
別
を
問
わ
ず
、
選
挙

権
を
有
す
る
建
前
と
な
つ
た

の
で
す
。

同
一
市
町
村
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
が

名
簿
登
録
の
要
件
と

の
単
価
を
以
て
徴
収
さ
れ
て

お
る
が
、
昭
和
二
十
七
年
度

の
購
入
価
格
に
よ
つ
て
送
料

破
損
の
危
険
等
を
勘
案
し
た

從
来
の
基
準
決
定
の
方
式
に

從
つ
て
算
出
し
た
二
割
増
の

金
額
は
左
表
の
通
り
（
使
用

量
の
多
い
も
の
を
抽
出
）
で

あ
つ
て
、
中
に
は
低
下
し
た

も
の
も
あ
る
が
大
部
分
は
高

騰
を
示
し
て
お
る
。
概
ね
年

一
回
の
購
入
で
多
く
と
も
三

回
を
越
え
な
い
実
状
で
あ

り
、
価
格
変
動
毎
に
基
準
改

訂
の
要
あ
り
と
認
む
る
。

尚
現
在
の
単
価
決
定
に
つ
い

て
は
極
め
て
重
要
な
事
項
で

あ
り
な
が
ら
別
段
の
伺
定
め

も
な
く
部
内
取
決
め
に
て
処

理
さ
れ
て
お
り
、
然
も
確
た

る
資
料
に
て
決
定
さ
れ
て
い

事
業

費
の
執
行
状
況
は
左
の

如
く
で

あ
る
が

１
給
水
工
事
費
に
お
い
て
鉄

管
掘
上
、
埋
戻
、
倉
岡
小

学
校
水
道
請
負
工
事
に
お

い
て
予
算
の
基
礎
を
超
過

し
て

お
る
が
、
補
装
費

に

お
い
て
残

余
を
生

ず
る
こ

と

が
確
定
し
た

時
な
ら

ば

兎

に
角
支

払
額
不
明
の
状

況
の
下
に
こ
れ
に
喰
込
ん

だ
こ
と
。

２
拡

張
工

事
費
の
配

水
池

の

一
、
事
業
執
行
の
状
況

歳
　
　
出

な
い
為
当
時
の
関
係
書
類
な

く
簡
単
に
処
理
さ
れ
て
い
た

の
は
遺
憾
と
す
る
処
で
あ

る
。
善
処
さ
れ
た
い
。

請
負
工
事
費
か
ら
電
話
施

設
費
二
〇
一
、
〇
四
一
円

を
執
行
し
た
こ
と
は
何
れ

も
適
当
で
は
な
い
。

３
鉄
筋
類
は
十
二
月
十
八
日

競
争
見
積
に
よ
つ
て
久
保

田
鉄
工
所
と
契
約
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
契
約
書
を

省
略
し
た
事
は
適
当
で
な

い
。
殊
に
本
件
は
特
殊
品

が
大
部
分
で
あ
つ
て
特
製

を
要
す
る
も
の
が
多
く
、

相
当
長
い
期
間
を
要
す

る
も
の
で
あ
り
特
に
契
約

書
の
必
要
性
が
強
か
つ
た

も
の
で
あ
る
。
最
終
納
入

は
五
月
十
五
日
で
あ
る
。

４
　
３
の
競
争
見
積
に
お
い

て
十
六
粍
鉄
筋
は
一
三
屯

当
り
三
六
、
三
五
〇
円
で

購
入
し
て
お
る
が
、
三
月

給

水
工

事

費

材

料

費

單

価

調

５
配
水
池
の
請
負
工
事
は
十

二
月
二
十
八
日
競
争
入
札

に
よ
っ
て
岡
崎
清

美
と
契

約

し
た
も
の
で
あ
る
が
、

契
約
期
間

が
五
月
三
十
一

日
と
な
つ
て
お
る
こ
と
は

両
年
度
に
跨
る
工
事
で
あ

つ
て
適
当
と
言
い
難
い
。

元
来
こ
の
工
事
は
三
ヶ
年

の
継
続
工
事
で
あ
つ
て
、

継
続
費
を
設
定
す

べ
き
筋

合
の
も
の
で
あ
つ
た
に
拘

ら
ず
、
起
債
の
関
係

に
お

い
て
こ
の
処
置

が
執

れ
ず

且
又
工

事
施
行
認
可

が
十

一
月
二
十

二
日
こ

れ
を
受

理
し
た
の
が
十

二
月
十
一

日
で
あ
つ
て
、
着
手
遅
遠

が
絶
対
的

理
由
に
基
く
も

の
で
あ
り
止
む
を
得
な
い

処
置
と
認
む
る
が
、
起
債

事
業

が
許
る
す
な
ら

ば
昭

和
二
十
八

年
度

に
繰
越

す

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

工

事
は
大
体
順
調

に
進
捗

し
て
お
る
が
、
若
干
遅
延

の
状
況
で
契
約
期
間
中
に

完
成
困
難
の
実
状

に
あ
る

事
業
の
性
質

上
工
法
に
慎

重

を
期
す

る
こ
と
は
勿
論

大
事
な
事

柄
で
あ

る
が

、

契
約
期
間
の
延
長
に
つ
い

て
は
慎
重

に
処
理
せ
ら
れ

た
い

。

二
十
九
日
他
に
所
持
者
な

く
随
意
契
約
を
以
て
追
加

購

入
し
た
一
一
屯
七
は
、

値
上
り
の
為

屯

当

り

三

九
、
二
〇
〇
円
と
な
つ
て

お
る
。
当

時
の
取
引
市

は

価

四
〇

、
三
〇
〇
円
乃
至

四
〇

、
五
〇
〇
円
と

い
う

の
で
こ
れ
は
一
応
妥
当

と

認
む
る
が
、
間
題
は
ど
う

し
て
追
加

を
要

し
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
理
由

は
見
積

の
違

算
に
基
く
も

の
で
あ

る
が
所
要
数
量
の

算
出
に
当
つ
て
は
深
甚
の

注
意

を
望
む
所
で
あ

る
。

今

後
注
意

せ
ら

れ
た
い
。

就
若
干
の
増
加
は
同
一
単

価
を
以

て
納
入
す

る
こ
と

を

条
件

と
す

る
契
約

を
締

結
す

る
途

の
あ

る
こ

と
を

附
加
え
て
置

き
た
い
。

は
年
度
開
始
前
而
か
も
予

算
確
定
前
の
契
約
で
あ
つ

て
何
れ
に
し
て
も
合
法
的

執
行
と
言
い
難
い
。
し
か

し
な
が
ら
配
水
池
ポ
ン
プ

送
水
管
は
三
者
一
体
を
為

す
も
の
で
あ
つ
て
、
配
水

池
が
完
成
し
て
も
そ
の
効

用
を
為
さ
ゞ
る
も
の
で
あ

り
、
昭
和
二
十
七
年
度
に

一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

の
予
算
が
あ
る
こ
と
、
一

月
を
出
で
ず
し
て
昭
和
二

十
八
年
度
と
な
る
こ
と
、

元
々
実
質
的
に
は
継
続
費

で
あ
る
こ
と
、
実
害
な
き

こ
と
等
、
勘
案
す
る
と
法

理
論
を
離
れ
て
事
実
論
と

し
て
は
寧
ろ
効
果
的
な
機

宜
を
得
た
処
理
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
継
続

費
に
お
け
る
逓
次
繰
越
の

理
に
従
い
予
算
残
額
の
全

部
を
昭
和
二
十
八
年
度
に

繰
越
し
て
昭
和
二
十
八
年

度
所
属
と
し
て
処
理
す
る

外
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
尚

送
水
管
工
事
に
転
用
す
る

鋳
鉄
管
は
収
益
勘
定
で
あ

り
、
送
水
管
は
資
産
勘
定

に
属
す
る
の
で
こ
れ
は
予

算
を
通
し
て
処
理
の
必
要

が
あ
る
こ
と
を
為
念
附
加

し
て
お
く
。

（
裏
面
に
続
く
）

６

送
水
管
と
ポ
ン
プ
は
昭
和

二
十
八
年
度
工
事
で
あ
る

が
、
昭
和
二
十
七
年
度
の

配
水
池
工
事
に
お
い
て
約

一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

の
予
算
残
額
を
生
じ
た
の

で
こ
れ
を
繰
上
げ
て
送
水

管
敷
設
は
三
九
八
、
〇
〇

〇
円
を
以
て
三
月
十
日
岡

崎
清
美
と
ポ
ン
プ
は
二
、

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
以

て
三
月
十
日
久
保
田
鉄
工

所
と
各
々
入
札
の
方
法
に

よ
つ
て
契
約
し
着
工
し
た

も
の
で
あ
る
が
継
続
費
で

は
な
く
又
、
昭
和
二
十
七

年
度
と
し
て
は
そ
の
残
額

は
一
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇

円
で
あ
つ
て
約
一
、
二
〇

〇
、
〇
〇
〇
円
不
足
し
、

昭
和
二
十
八
年
度
と
し
て

止
　

水
　

栓

接
　

合
　

栓

共
用
栓
上
部

給

水
栓
上
部

生

カ

ラ

ン

共
用
栓
鍵

自
　
在
　

栓

給
　

水
　
栓

量
　

水
　

器

ユ
　
ニ
　
オ
　
ン

水
栓
ソ
ケ
ツ
ト

ク
ロ
ー
ス

ユ
ニ
オ
ン

プ

ラ

ー

グ

ニ
ツ
プ
ル

ソ
ケ
ツ
ト

チ
　

ー
　

ズ

エ
ル
ボ 仝
　
（

白

）

ガ

ス
管
（

黒
）

種
　
　

別

四
五
〇

四
五
〇

一
五
〇 一

五
〇

四

〇
〇
四
〇
四

七
〇

二

七
〇

四
二

九
〇
一
〇

一
七

二
二

二
〇
二
二

〇

一

五
〇

二

月

決

定

単

価

二
十
七
年

一
〇
・
二
九
・

一
〇

九
・
一

五

六
・
二

四 九
・
一
五
五
・
二
九

七・
一
九

六
・
二
四

九
・

一
五

五
・

二

九

五
・
二
九

一
〇
・
七

一
〇
・
七

五
・
二
九
五
・

三

八
・
三
〇

月

日 一
六
・
二
四

六
・
二

四

九
・
一

五

二
八
〇
・
〇

〇 三
九
五
・
〇

〇 三
九
〇
・
〇

〇 三
九
五
・
〇

〇 一
三
〇
・
〇

〇 一
二
五
・
〇

〇 二
八
五
　
〇

〇 二
六
・
〇
〇

三
九
〇
・
〇

〇 二
四
〇
・
〇

〇 三
五
・
〇
〇

六
四
・
〇
〇

七
・
五

〇 一
四
・
〇
〇 一

四
・
二
〇

一
二
・
四
〇

〇 一
六
・
〇
〇
〇

二
〇
〇
・
二

六
〇

一
三
四
・
六

四
〇 単
　

価

三
メ
ー
ト
ル

三
三
六
・
〇
〇

四
七
四
・
〇
〇

四
六
八
・
〇

〇

四
七
四
・
〇
〇

一
五
六

・
〇
〇

一
五
〇
・
〇

〇 三
四
二
・
〇

〇 三
一
・
二
〇

四
六
八
・
〇

〇 二
八
八
・
〇

〇 四
二
・
〇
〇

七
六
・
八
〇 九
・
〇

〇 一
六
・
八
〇

一
七
・
二
八

一
四
・
八
八

一
九
・
二
〇
〇

二
四
〇
・
三

一
〇

一
六
一
・
五

七
〇 二
割
増

九

七
〇

二
二
〇

一
二
〇
六
二

二
〇
二
八
二
〇

四
〇

二

五
〇

二

月

決

定

単

価

二
十
七
年

一
〇
・
七

一
〇
・
七

六
・
二
四

一
〇
・
七

五
・
二
九
五
・
二

九 一
〇
・
七

六
・
二
四

一
〇
・
七

月

日 二

六
八
〇
・

〇
〇

三
九
〇
・
〇

〇 一
〇
〇
・
〇

〇 四
〇
・
八
〇

一
五
・
一
八

二
三
・
〇
〇
　
二
七
・
六
〇

一
一
・
五
〇

三
二
・
〇
〇

二
三
四
・
三

〇
〇 単
　

価

五
　
メ
　
ー
　
ト
　
ル

八
一
六
・
〇

〇 四
六
八
・
〇

〇 一
二
〇
・
〇

〇

四
八
・
九
六

一
八
・
六
〇

一
三
・
八
〇

一

三
九
・
六
〇

二
八
一
・
一
六

〇

二
割
増
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２
物
品
管
理

に
つ
い
て
は
良

好
と
謂
い
難
い

イ
他
課
よ
り
借
用
せ
る
机
、

椅
子
を
課
用
と
混
同
し
て

判

然

と
せ
ぬ

も

の

が

あ

る
。
　
に
述
べ
た
如
く
整

理
番
号

及
類
別
表
を
附
し

保
管
に
万

全
を
期
せ
ら
れ

た
い
。

ロ
常
時
使
用
す
る
事
業
用
器

具
で
鉛
工

、
其

他
現

場
員

に
保
管
せ
し
む
る
も
の
は

貸
付
簿
を
作
成
し
定
例

的

点
検
を
行
い
管
理
に
遺
憾

な
き

を
期
せ
ら
れ

た
い
。

公
用
自

転
車

に
つ
い
て
も

同

様
で
あ

る
。

ハ
庁
用
器
具
、
事
業
用
器
具

共

に
多
種

多
様

に
亘

る
た

め
各
部
門
別

（
事
務

所
、

水
源
地
、
浄
水
場
、
量
水

器
室
）
に
別
個

に
台

帳
を

作
成

し
責
任
者
を
定
め
で

電
　

話
　
器

現
　
場
　

用

試
　
験
　
器

対
圧
試
験
器

硯
　
　
　

箱

並
　
　
　

机

品
　

目

三 一 一

一

七

員
　

数

昭
和
二
十
年
三
月
購
入
の
ブ

ラ
イ
ヤ
ー
一
個
を
鉛
工

佐

々

木
敏
が
工
事
現
場
に

お
い
て

紛
失
し
現
物

を
弁

償
し
て

お

る
が
正
規

の
手

続
を
為
す

べ

き

で
あ

る
。
備
品
台
帳
登
載

洩
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

速

に
整
備
せ
ら

れ

た
い
。

昭
和
二
十
七
年
度
以
前
に
購

入
せ
る
備
品
中
既
に
使
用
に

絶
え
ざ
る
儘
で
現
在
迄
廃
棄

処
分
手
続
が
行
わ
れ
て
い
な

い
も
の
、
耐
用
年
限
を
経
過

し
既
に
現
物
の
滅
失
し
て
お

る
も
の
等
多
数
あ
り
又
廃
棄

処
分
の
手
続
を
為
さ
ず
三
月

三
十
一
日
廃
棄
処
分
済
と
し

て
台
帳
よ
り
抹
消
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
が
適
当
で
な
い

何
れ
も
速
や
か
に
整
備
せ
ら

れ
た
い
。
尚
処
分
後
の
顛
末

を
附
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
事
業
用
器
具
中
廃
棄
処

分
せ
る
物
品
中
部
品
と
し
て

他
に
使
用
出
来
る
も
の
に
つ

い
て
は
資
材
台
帳
に
口
座
を

設
け
て
受
払
を
為
す
必
要
が

あ
る
。

記
入
す

べ
き
事
項
は
必
ら
ず

記
入
し
現
物
に
番
号
を
附
し

一
目
瞭
然
た
ら
し
め
又
そ
の

所
在
を
明
確
に
し
て
置
く
べ

き
で
あ
る
。
早
急
に
整
備
せ

ら
れ
た
い
。

予
算
を
三
九
七

、
〇
〇
〇
円

賃
金
に
追
加

し
た
が
こ
れ
が

採
用
は
量
水
器
修
理
と
取
付

事
務
に
八
月
十
三
日
二
、
名

検
針
の
徹
底

と
徴
収
事
務
に

十
月
十
六
日
一

名
、
給

水
戸

数
増
加
に
伴
う
徴
収
事
務
に

一
名
、
橘
通
補
助
管
工
事
と

追
加
し
て
あ
る
が
こ
れ
が
掘

上
に
着
手
し
た
の
は
八
月
で

あ
つ
て
予
算
追
加
が
前
に
為

し
而
か
も
原
材
料
費
か
ら
一

時
流
用
し
て
三
八
五
、
〇
〇

〇
円
が
経
理
し
て
あ
り
又
工

事
の
運
営
合
理
化
の
為
十
一

月
十
二
日
臨
時
雇
九
名
分
の

鋳
鉄
管
の
掘
上
埋
戻
の
予
算

は
十
一
月
十

二
日
と
一
月
十

九
日
の
二
回
に
渉
つ
て
給
水

工
事

費
、
工

事

請

負

費
に

一
、
二
五
〇
、
七
〇
〇
円
を

二
、
予
算
措
置
に
つ
い

て

７
工

事
の
設
計
は
。
水
道
設

計
社

に
依
頼
し
た
も
の
で

あ

り
、
委
託
料
は
社
の
設

計
報
酬
内
規
に
よ
つ
て
五

五
〇

、
〇
〇

〇
円
で
あ

る

然

る
に
委
託
料
の
予
算

は

一
五
八
、
〇
〇
〇
円
で
あ

つ
て
、
不
足
三
九
二
、
〇

〇
〇

円
は
施
設
費
か
ら
流

用

し
て
あ

る
。
当
初
設
計

委
託
料
は
施
設
費
か
ら
含

ん
で
い
た
も
の
で
、
後
、

方
針
を
改
め
て
委
託
料
の

科
目
を
新
設
し
一
五
八
、

〇
〇
〇
円
を
追
加
し
た
も

の
で
あ
る
。
勿
論
流
用
は

違
法
で
な
い
が
金
額
は
大

き
い
し
方
針
の
変
更
に
よ

る
も
の
で
、
施
設
費
を
減

額
し
て
五
五
〇
、
〇
〇
〇

円

の
金
額
を
委
託

料
に
計

上
す

る
こ
と
が
筋

道
で
は

な
か
つ
た
か
、
又
設
計
委

託
に
つ
い
て
成
文
契
約
が

な
く
口
頭
を
以
て
処
理
し

て
あ
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
。

総
係
費

施
設
費

施
設
費

営
繕
費

工
事
請
負
費

車
庫
移
改
築
費

事
務
所
修
築
費

浄
水
及
配
水
費

施
設
費

工
事
請
負
費

施
設
災
害
復
旧
費

給
水
工
事
費

工
事
請
負
費

舗
装
費

鉄
管
堀
場
埋
戻

倉
岡
小
学
校

水
道
工
事
請
負
費

平
和
台

水
呑
場
工
事
請
負

拡
張
工
事
費

施
設
費

工
事
請
負
費

配
水
池 科

　
　
　

目
円一

、
〇
〇
〇
、
〇
〇

〇一
五
〇
、
〇
〇
〇

一
五
〇
、
〇
〇
〇

一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇

〇一
、
五
二
一
、
八
〇

〇一
〇
五
、
〇
〇
〇

一
、
二
五
〇
、
七
〇

〇一
四
二
、
一
〇
〇

二
四
、
〇
〇
〇

九
、
三
二
〇
、
〇
〇

〇

予

算

額
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇

〇一
四
九
、
七
九
五

一
〇
三
、
二
四
三

四
九
八
、
〇
〇
〇

一
、
四
九
三
、
〇
二

四〇一
、
三
二
六
、
八
九

八一
四
二
、
一
二
六

二
四
、
〇
〇
〇

七
、
八
八
五
、
四
九

四

執

行

額
〇二

〇
五

四
六
、
七
五
七

五
〇
二
、
〇
〇
〇

二
八
、
七
六
六

一
〇
五
、
〇
〇
〇

△
七
六
、
一
九
八

△
　
　
　
　
二
六

〇一
、
四
三
四
、
五
〇

六

残
　
　
額
水
道
課
に
充
当
の
為
購
入
し

た
土
地
三
五
一
・
九
二
坪
建
物
五
棟

一
五
三
・
八
三
坪
の
代
価
二
六
五
〇
〇

〇
円
の
内
現
金
決
済
の
分

右
購
入
代
価
の
内
現
物
決
済

一
六
五
〇
〇
〇
〇
円
の
内
自
動
車

々
庫
の
移
改
築
費
自
動
車
々

庫
移
改
築
費
は
四
五
〇
〇
〇
〇
円

で
あ
る
が
内
三
〇
〇
〇
〇
〇
は
二

十
六
年
度
に
株
式
会
社
ス
ラ

ガ
ー
製
作
所
か
ら
購
入
し
て

決
裁
し
た
住
宅
五
〇
・
七
五
坪
土

地
四
三
四
坪
一
二
〇
〇
〇
〇
〇
円
が
あ

る水
道
課
に
充
当
の
為
記
入
後

の
修
築
費
で
あ
つ
て
直
営
を

以
て
執
行

集
水
口
の
災
害
復
旧
日
で
あ

て
二
分
の
一
は
国
庫
補
助
で

あ
る
が
三
〇
〇
〇
〇
〇
は
補
助

繰
延
の
為
二
十
八
年
度
に
繰

越
し
二
〇
二
〇
〇
〇
円
追
加
工
事

と
し
て
執
行
し
た
が
未
払
で

あ
る
。
こ
れ
は
入
札
に
よ
つ

て
高
妻
組
請
負

水
道
管
敷
設
修
理
の
為
の
国

県
道
掘
返
し
の
埋
戻
し
舗
装

の
経
費
で
あ
つ
て
県
に
支
払

う
も
の
で
あ
る
が
未
請
求
の

為
未
払
で
あ
り
、
且
つ
金
額

不
明
で
あ
る
。

赤
江
飛
行
場
に
至
る
間

請
負
の
工
事
費
で
あ
つ
て
資

材
代
を
加
え
て
収
入
額
は

全請
負
の
工
事
費
で
あ
つ
て
資

材
代
を
加
え
て
収
入
額
は

全セ
メ
ン
ト
一
六
〇
七
六
五
〇
円
弁

鉄
管
類
一
〇
二
一
六
八
二
円
鉄
筋

二
〇
二
五
三
二
五
円
工
事
費
三
〇
二

一
二
八
二
円
そ
の
他
資
材
八
五
一
四

円
電
話
施
設
二
〇
一
〇
四
一
円

備
　
　
　
　
　
　
　
　

考

事

業

執

行

状

況

給
水
工

事
に
九
月
二
十

五
日

三
名

、
受

付
そ
の
他
の
事
務

に
十
月
二
十
二
日
二
名
で
あ

つ
て
、
予
算
追
加
前
に
為
し

て
お
る
が
軽
微
な
事
項
な
ら

ば
兎
に
角
何
れ
も
軍
要
で
あ

つ
て
事
前
に
予
算
追
加
の
処

置
が
な
か
つ
た
こ
と
は
遺
憾

で
あ
る
。

三
科
目
区
分

左
の
経
費
は
科
目
区
分
を
誤
　
つ
て

お
る
の
で
是
正
せ
ら

れ

た
い
。

消
耗
品
受
払

い
に
つ

い
て

は

概
ね
適
確
に
整

理
さ
れ
て

お

る
と
認
め
た
が
左
記
物
品
が

記
帳
洩
れ
と
な
つ
て
お
る
の

で
整
備
の
上
今
後

注
意
さ
れ

た
い
。

一

、
美
濃
紙
一
〇
〇
枚

一
、
未
収
整
理
簿
三
〇
册

一
、
消
耗
品
受
拂
に

つ
い
て

物
　
　
品

色
　

紙
　

外

二

点

調
　

査
　

委
　

託
　

料

水
　
　
　
　
　
　
　
　
槽

起
工
式
用
祭
擅
外
使
用

料

地

方
自
治
関

係

判

例

集

追
　
　
　

録
　
　
　

代

支
　
出
　
の
　
要
　
旨

二

九
〇

一
六
、
六
〇
〇

二
、
五
〇
〇
五

〇
〇

一
、
二
五

七
金
　
　

額

総
掛
費

、
消
耗
品
費

給
水
工
事

費
、
委
託
料

浄
水
及
配
水
費

、
消
耗

品
費

総
掛
費

、
借
用
及

損
料

総
掛
費
、
消
耗
品
費

誤

二
十
週
年
記
念
式
費

拡
張
工

事
費

備
品 拡
張
工

事

費

備
品

正

１
備
品
台
帳
は
再
作
成
さ
れ

て
お
り
以
前
の
台
帳
よ
り
転

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

台
帳
の
内
容
は
単
に
品
目
を

列
挙
し
た
の
み
に
て
購
入
年

月
日
、
金
額
整
理
、
番
号
等

の
記
載
な
く
而
か
も
現
物
に

番
号
が
な
い
。
様
式
に
從
い

二
、
備
品
受
拂
及
管
理

に
つ
い
て

一
、
ト
レ
シ
ン
グ
ク
ロ
ス

一
本

保
管
の
厳
正
を
期
す
る
こ

と
が
適
当
と
思
考
す
る
の

で
善
処
せ
ら
れ
た
い
。

三
、
資
材
受
拂
に

い
て
つ

資
材
棚
卸
の
結
果
不
突
合
が

多
い
本
年
度
に
於
け
る
新
設

増
設
一
〇
〇
件
、
修
繕
二
ヶ

月
分
に
つ
い
て
資
材
受
払

簿
、
設
計
書
、
工
事
伝
票
、
修

繕
伝
票
対
査
の
結
果
記
入

洩
、
誤
記
、
誤
算
等
四
七
件
の

多
き
に
上
つ
た
結
果
に
鑑
み

久
し
き
に
渉
る
誤
謬
の
紹
積

が
主
因
と
認
め
ら
る
る
。
事

務
処
理
の
順
序
は
大
体
適
当

で
あ
る
が
、
思
う
に
事
務
処

理
の
杜
撰
に
基
く
も
の
で
あ

つ
て
誠
に
遺
憾
に
堪
え
な

い
。
水
道
事
業
は
企
業
で
あ

り
資
材
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
凡
そ
実
体
と
形
式
と
は

一
体
を
為
す
も
の
で
あ
り
、

事
務
の
杜
撰
は
物
品
の
紊
乱

を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

直
ち
に
整
理
の
上
そ
の
結
果

を
報
告
せ
ら
れ
た
い
。
今
後

充
分
注
意
し
て
定
例
的
に
棚

卸
を
実
行
せ
ら
れ
た
い
。

尚
受
払
に
金
額
欄
の
記
入
が

な
い
が
も
れ
な
く
厳
重
に
記

載
を
要
す
る
。
又
屑
鉛
管
を

記

資
材
購
入
に
つ
い
て
は
宮
崎

市
契
約
条
例
第
二
条
に
基
き

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約

を
な
し
て

お
る
が
、
資
材

は

各
メ
ー
カ
ー
に
依
り
同

一
品

種
で
も
規
格

が
異
り
最

低
価

格
で
納
入
し
て
も
前
回
納
入

者

が
異
る

メ
ー
カ
ー
で
あ
れ

ば
そ
の
資
材
は
使
用
出
来
な

い
場
合

が
生

じ
て

お
る
。

購
入
契
約
に
当
つ
て
は
資
材

を
詳
細

に
検
討
し
斯
く
の
如

き
事
態
を
生
ぜ
ざ
る
よ
う
処

理
せ
ら
れ

た
い
。

六
、
資
材
購
入
契
約
に

つ
い
て

量
水
器
受
払
に
つ
い
て
は
取

付
簿
、
撤
去
簿
二
册
を
備
え

て
受
払
が
為
さ
れ
て
お
る
が

粍
別
に
口
座
を
設
け
て
受
払

簿
一
册
に
て
整
理
す
る
よ
う

改
善
さ
れ
た
い
。
部
品
は
極

め
で
微
細
な
も
の
で
あ
つ
て

取
扱
い
が
困
難
で
あ
る
が
資

材
の
重
要
性
に
鑑
み
こ
れ
が

処
理
方
法
に
つ
い
て
も
厳
正

を
欠
く
事
な
き
よ
う
一
段
の

工
夫
と
努
力
を
望
む
所
で
あ

る
。

五
、
量
水
器
及
部
品
の

受
拂
に
つ
い
て

量
水
器
は
戦
時
中
被
災
又
は

破
損
の
た
め
正
確
な
る
も
の

皆
無
の
状
況
で
給
水
量
の
算

定
に
多
大
の
困
難
を
来
た
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
二

十
七
年
度
は
八
月
十
三
日
臨

時
雇
を
二
名
増
員
し
四
名
を

以
つ
て
不
良
量
水
器
の
修
理

に
専
念
し
て
お
る
が
昭
和
二

十
七
年
度
に
二
五
二
個
を
修

理
し
て
お
る
。
然
る
に
未
撤

去
量
水
器
の
数
量
が
不
明
確

で
あ
る
。
現
在
大
淀
地
区
は

一
応
調
査
を
完
了
し
て
お
る

が
残
り
の
地
区
に
つ
い
て
も

調
査
を
行
つ
て
先
づ
そ
の
数

量
を
把
握
し
、
修
理
計
画
を

樹
立
し
て
緊
急
処
置
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

四
、
量
水
器
に
つ
い
て

溶
解
し
て
延
棒
と
な
し

た
場

合

は
そ
の

理
由
を
明
記

し
て

受
拡
簿
に
受

入
れ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

４
設
計
書
台
帳
は
移
設
、
増

設
毎
に
別
個
設
計
書
を
作

製
し
一
戸
の
給
水
装
置
が

数
葉
の
設
計
書
に
分
れ
て

お
る
も
の
が
あ
る
。
累
年

の
工
事
施
行
に
伴
い
台
帳

増
大
を
招
来
す
る
結
果
と

な
り
台
帳
整
備
を
複
雑
困

難
な
ら
し
む
る
結
果
と
な

る
の
で
定
期
的
に
台
帳
を

整
備
し
一
葉
の
設
計
書
に

て
一
戸
の
給
水
装
置
が
分

る
よ
う
に
工
夫
改
善
を
望

む
５
工
事
伝
票
の
取
扱
い
に
つ

い
て
工

事
伝
票
に
は
竣
工

月
日
、
水
栓
番
号
を
記
入

す
る
様
式
な
る
に
こ
れ
が

記
入
な
く
事
務
又
仮
渡
数

量
、
精
算
数
量
を
後
日
倉

庫
係
で
訂
正
し
た
も
の
が

あ
つ
た
が
連
絡
を
密
に
し

て
取
扱
い
の
厳
正
を
期
せ

ら
れ
た
い
。

１
使
用
料
徴
收
簿
分
納
に
な

つ
て
お
る
使
用
料
の
消
込

は
調
定
金
額
を
抹
消
し
納

入
毎
に
金
額
を
記
入
消
込

し
て
あ
る
が
摘
要
欄
に
月

日
、
金
額
を
記
入
し
最
終

納
入
の
時
に
正
規
の
消
込

を
な
す
よ
う
改
め
ら
れ
た

い
。

２
受
付
簿
受
付
簿
に
つ
い
て

は
水
栓
番
号
を
記
入
し
受

付
簿
に
よ
つ
て
工
事
申
込

よ
り
完
結
に
至
る
迄
の
経

過
を
一
見
し
て
分
る
よ
う

様
式
を
改
め
ら
れ
た
い
。

３
水
栓
台
帳
、
量
水
器
台
帳

は
永
久
保
存
す
べ
き
も
の

に
つ
き
変
動
の
お
り
た
る

と
き
は
書
式
に
從
い
直
ち

に
整
理
し
遺
憾
な
き
を
期

せ
ら
れ
た
い
。

七
、
諸
帳
簿
に
つ
い
て
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